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■砂の芸術家が大集合
　砂の造形大会が5月16日、お倉ケ浜海水浴場で開かれまし

た。この大会は、参加者一人ひとりが砂の芸術家。子供も大
人も創造性あふれる作品づくりに汗を流しました。



牒
風
水
害
に
備
え
る

6
月
か
ら
1
0
月
目
か
け
て
梅
雨
に
よ
る
長
雨
や
集
中
豪
雨
、
台
風
の

接
近
・
上
陸
に
よ
り
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
で
も
平
成
9
年
の
耳
川
流
域
の
水
害
や
、

昨
年
の
細
島
で
の
竜
巻
な
ど
の
被
害
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

台
風
や
、
豪
雨
は
、
地
震
と
違
っ
て
あ
る
程
度
、
襲
来
時
期
や
規
模

を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
普
段
か
ら
気
象
情
報
に
注
意
し
、

万
全
の
心
構
え
で
迎
え
撃
ち
た
い
も
の
で
す
。

●

の
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
公
的
公
民
館
（
中
央
、

自
知
屋
、
細
島
、
南
日
向
、
美
々
津
）

に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も
避
難
者
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
雨

量
や
台
風
な
ど
の
規
模
に
よ
り
段
階
的

に
避
難
所
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
所
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

ば
市
総
務
課
（
8
内
線
2
2
2
2
、
夜

間
5
2
1
2
1
1
6
）
ま
で
。

災
害
危
険
個
所
総
点
検
を
実
施

　
市
は
、
大
雨
の
季
節
を
前
に
5
月
1
0

日
、
国
・
県
の
関
係
機
関
合
同
で
災
害

危
険
個
所
総
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
点
検
ば
、
特
に
危
険
と
思
わ
れ
る
場

所
や
現
在
対
策
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
場
所
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ

　
台
風
や
豪
雨
な
ど
は
、
そ
の
襲
来
時

期
や
規
模
、
被
害
の
程
度
な
ど
の
予
想

が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
事
前
の
対

策
次
第
で
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
台
風
や
大
雨
が
近
づ
い

た
ら
気
象
情
報
に
は
十
分
注
意
し
、
適

切
に
対
応
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
短
時
間
の
う
ち
に
狭
い
地

域
に
集
中
し
て
降
る
集
中
豪
雨
は
、
そ

の
予
測
が
困
難
で
す
。
梅
雨
の
終
わ
り

ご
ろ
に
よ
く
起
き
る
集
中
豪
雨
で
は
、

中
小
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
、
が
け

崩
れ
な
ど
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
が
け
付
近
や
造
成
地
、
扇
状
地
な

ど
で
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
万
全
の

対
策
を
立
て
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

わ
が
家
の
風
水
害
対
策
十
か
条

①
気
象
情
報
を
注
意
深
く
聞
き
、

は
で
き
る
だ
け
さ
け
る
。

外
出

れ
ら
の
危
険
個
所
に
つ
い
て
は
、
順
次

対
策
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

危
険
個
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
標
示
板

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
は
危
険
個
所
の
認
識
を
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
避
難
場
所
の
確
認
や

日
ご
ろ
か
ら
の
対
策
を
立
て
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
を
作
り
ま
し
ょ
う

　
災
害
が
市
内
全
域
で
発
生
し
た
場

合
、
交
通
の
遮
断
が
予
想
さ
れ
、
公
的

機
関
に
よ
る
救
護
活
動
が
す
ぐ
に
行
わ

れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
場
合
に
力
を
発
揮
す
る
の
が
自
主
防

災
組
織
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
「
自
分
た
ち
の

街
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
認

識
の
も
と
、
区
、
公
民
館
等
を
母
体
と

’
置

②
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
服
装
で
、
非

常
持
出
袋
を
用
意
す
る
。
寝
る
と
き
も

そ
の
ま
ま
避
難
で
き
る
服
装
で
。

③
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
予
備
の

電
池
を
用
意
す
る
。

④
断
水
に
備
え
て
飲
料
水
、
生
活
用
水

を
数
日
分
確
保
す
る
。

⑤
家
を
一
周
し
、
屋
根
、
壁
の
状
態
や

雨
ど
い
の
詰
ま
り
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
。

⑥
植
木
鉢
や
物
干
し
竿
な
ど
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
室
内
に
取
り
込
む
か
、

し
っ
か
り
と
固
定
す
る
。

⑦
窓
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割
れ
ば
補
強
、
修

理
し
、
戸
や
窓
の
す
き
ま
に
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
を
は
る
。
雨
戸
は
閉
め
る
。

⑧
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
家
財

道
具
を
で
き
る
だ
け
高
い
場
所
に
移
す
。

タ
ン
ス
の
引
き
出
し
や
押
し
入
れ
の
下

の
段
の
も
の
は
上
の
段
に
移
す
。

⑨
お
年
寄
り
、
乳
幼
児
、
病
人
、
障
害

者
な
ど
は
で
き
る
だ
け
安
全
な
部
屋
に
。

⑩
家
族
で
も
う
一
度
、
避
難
場
所
と
避

難
コ
ー
ス
を
確
認
し
合
い
、
避
難
す
る

場
合
は
ガ
ス
の
元
栓
や
電
源
を
必
ず
切

り
、
風
雨
が
強
ま
る
前
に
避
難
を
済
ま

せ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
下
欄
の
施
設
を
風
水
害
時日ころから準備をr非常持出品」

し
て
結
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
隣

保
互
助
の
精
神
を
基
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ

決
め
ら
れ
た
分
担
の
活
動
を
行
い
、
住

民
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
、
各
地

域
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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風
水
害
時
の
避
難
場
所
　
1

《
富
高
地
区
》

　
▼
日
向
市
役
所
▼
日
向
勤
労
青
少
年

体
育
セ
ン
タ
ー
▼
日
向
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
▼
日
向
市
武
道
館
▼
日
向
市
中

央
公
民
館
▼
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
▼
二
二
小
学
校
▼
上
町
保
育
所
▼
ハ

幡
神
社
▼
西
川
内
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
富
高
保
育
園
▼
日
向
中
学
校
▼
日
向

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
日
向
台
不
動

寺
公
民
館
▼
花
ケ
丘
公
民
館

《
塩
見
地
区
》

　
▼
塩
見
小
学
校
▼
農
村
婦
人
の
家
▼

奥
野
集
落
セ
ン
タ
ー
▼
永
田
集
落
セ
ン

右
ノ
ー
▼
ロ
ロ
向
H
古
同
笙
骨
轡
守
櫨
棋

《
財
光
寺
地
区
》

　
▼
山
下
公
民
館
▼
財
光
寺
小
学
校
▼

財
光
寺
南
小
学
校
▼
切
島
山
2
区
公
民

館
▼
財
光
寺
中
学
校
▼
長
江
公
民
館

《
日
知
屋
地
区
》

　
▼
富
島
高
等
学
校
▼
富
島
中
学
校
▼

訳
知
屋
公
民
館
▼
日
知
屋
児
童
セ
ン
タ

ー
▼
日
別
屋
保
育
所
▼
日
知
屋
小
学
校

▼
日
知
屋
東
小
学
校
▼
永
江
公
民
館
▼

曽
根
公
民
館
▼
堀
一
方
公
民
館
▼
幡
浦

公
民
館
▼
大
王
谷
中
学
校
▼
大
王
谷
小

学
校
▼
山
手
公
民
館
▼
梶
木
公
民
館

《
細
島
地
区
》

　
▼
細
島
公
民
館
▼
細
島
小
学
校
▼
細

島
地
区
コ
ミ
ュ
一
一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▼
細

島
保
育
所

《
平
岩
地
区
》

　
▼
日
向
工
業
高
等
学
校
▼
岩
脇
中
学

校
▼
平
岩
小
学
校
▼
南
日
向
公
民
館
▼

曙
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
▼
金
ケ
浜
地
区

集
落
セ
ン
タ
ー
▼
巨
木
集
落
セ
ン
タ
ー

▼
鵜
毛
分
校

《
幸
脇
地
区
》

　
▼
遠
見
公
民
館
▼
翌
月
小
学
校
▼
飯

谷
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー

《
美
々
津
地
区
》

　
▼
宗
瀬
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー
▼
美
々

津
公
民
館
▼
美
々
津
Φ
学
校
▼
落
鹿
公

民
館
▼
高
松
公
民
館
▼
宮
ノ
下
地
区
構

造
改
善
セ
ン
タ
ー
▼
寺
迫
小
学
校
▼

美
々
津
小
学
校
▼
田
の
原
分
校

※
各
家
庭
で
は
、
避
難
場
所
を
熟
知
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
場

所
ま
で
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
確
認
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
地
震
・
津
波
時
の
避
難
場
所
に
つ
い

て
は
、
次
の
機
会
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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平成10年10月17日　細島竜巻被害

　午後3時頃発生した竜巻により多数

の家屋が被害を受ける。

　人的被害　軽症1人

　住家被害　半壊4棟　一部破損59棟

　　　　　　非住家被害　12棟

平成10年5月16日　塩見朝日橋決壊

　15日から降り始めた大雨（総雨量1

90ミリ）により塩見永田の奥野川が

増水し、国道327号線に架かる朝日

橋左岸側が侵食され通行不能となる。

　宅地侵食のため家屋の一部損壊1棟

ぞ
＝6ご

「． ﾓ

平成9年9月16日　台風19号被害

　秋雨前線及び台風19号の影響によ

る大雨（総雨量324ミリ）で幽幽が

増水し多数の家屋が浸水した。

　床上浸水34棟

　床下浸水57棟

3
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◎
シ
リ
ー
ズ
介
護
保
険
1

介
護
保
険
に
加
入
す
る
の
は
4
0
歳
以
上
の
人
で
す

急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
、
介
護
の
問
題
が
老
後
の
大
き
な
不
安

と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
残
さ
れ
た
能
力
を

生
か
し
て
、
で
き
る
限
り
自
立
し
、
尊
厳
を
も
っ
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
共
通
の
願
い
で
す
。
し
か
し
、
現

実
に
は
、
家
族
だ
け
で
介
護
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
平
成
1
2
年
4
月
1
日
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ

れ
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利
用

者
の
希
望
を
尊
重
し
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
月
号
か
ら
は
、
こ

の
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

　
介
護
保
険
は
、
加
入
者
が
保
険
料
を

出
し
合
い
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
、
審
査
会
の
認
定
を
受
け
て
か
ら

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る

制
度
で
す
。

　
新
し
い
制
度
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
人
が
本
人
の
希
望
等
に
基
づ

き
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
在
宅
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
や
施
設
な
ど
と
自
由
な

契
約
を
し
て
、
利
用
料
を
負
担
し
な
が

ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
介
護
保
険
を
運
営
し
て
い
く
の
は
、

市
区
町
村
（
日
向
市
の
場
合
、
介
護
保

険
の
担
当
課
は
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
対

策
室
）
で
す
。
そ
の
仕
組
み
は
、
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
被
保
険
者

　
介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、
4
0
歳
以

上
の
人
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な

区
分
が
あ
り
ま
す
。

▽
6
5
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保
険
者

と
い
い
ま
す
）

▽
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
人
で
、
何
ら

保険者（市）

第1号被保険者

保険料
（17％）

第2号被保険者

保険料
（33％）

公　　　　費
（50％）

［罵劃

画
年金か5
天引き

社会保険

診療報酬

支払基金

一
括
納
付

全
国
で
ま
と
め

医療保険者

・健保組合

・国保など

保
険
料

　．　　．　　，脚　　■　　■

保険料

被保険者市

サービスが受けたい

第1号

被保険者

（65歳以上）

第2号

被保険者

（40歳～64歳）

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
提
供

　　・　　．　　■　．　　・　　．．　　．　　■

訪問調査

介護認定審査会

認定

介護サービス計画

サービス費用の

　．一部負担　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　　　　　　　　サービス費用の支払い

か
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

（
第
2
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
）

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健

施
設
・
療
養
型
病
床
群
の
施
設
に
い
る

人
は
、
そ
の
施
設
に
入
る
前
に
住
所
が

あ
っ
た
市
区
町
村
の
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
法
の
施
行
日
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い

る
人
は
、
施
行
日
前
に
措
置
を
し
た
市

区
町
村
の
被
保
険
者
と
す
る
特
例
が
あ

り
ま
す
。

保
険
料
の
決
め
方
・
納
め
方

かかりつ
け医の
、意見書

サービス提供機関

在宅サービス

施設サービス

1
，
保
険
料
の
決
め
方

◎
第
1
号
被
保
険
者
の
場
合

　
6
5
歳
以
上
の
人
は
、
市
区
町
村
ご
と

に
介
護
保
険
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
に
必
要
な
費
用
を
考
え
な
が
ら
、
所

得
に
よ
っ
て
被
保
険
者
ご
と
に
保
険
料

が
決
め
ら
れ
ま
す
。

◎
第
2
号
被
保
険
者
の
場
合

　
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら

課
せ
ら
れ
た
負
担
額
を
考
え
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
ご
と
に
、
所
得

に
よ
っ
て
保
険
料
が
決
め
ら
れ
ま
す
．

2
．
保
険
料
の
納
め
方

◎
第
1
号
被
保
険
者
の
場
合

①
6
5
歳
以
上
で
月
額
－
万
5
0
0
0
円

以
上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
…
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す

②
6
5
歳
以
h
で
月
額
－
万
5
0
0
0
円

未
満
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
年
金

を
受
け
て
い
な
い
人
…
市
区
町
村
へ
個

別
に
納
め
ま
す

◎
第
2
号
被
保
険
者
の
場
合

　
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
で
医
療
保
険
に

加
人
し
て
い
る
人
…
医
療
保
険
の
保
険

料
と
し
て
一
括
徴
収
さ
れ
ま
す

《
保
険
料
を
納
め
な
い
と
…
》

　
理
由
な
く
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、

次
の
よ
う
な
点
で
不
利
に
な
り
ま
す
。

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
、
そ

の
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
保
険
給
付
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
保
険
給
付
と
し
て
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
サ
ー
ビ
ス
額
か
ら
、
納
め
て
い
な

い
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
　
一
般
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
9
割
が
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す

が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
前
に
保
険
料

を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
始
め
て
も
、

納
め
て
い
な
い
期
間
に
応
じ
て
保
険
に

よ
る
給
付
が
9
割
か
ら
7
割
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
次
回
は
、
8
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
内
容
及
び
介
護
保
険

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
市
高

齢
者
あ
ん
し
ん
対
策
室
（
含
内
線
2
1

7
6
）
へ
。
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6

「
判

σ」
6

間
く
ろ
う
新
た
な
時
代

水
の
大
切
さ
を
見
直
す

水
道
週
間

　
毎
年
6
月
－
日
か
ら
7
日
ま
で
の
1

週
間
は
、
「
水
道
週
間
」
で
す
。
こ
の

期
間
中
、
水
道
に
関
す
る
啓
発
事
業
や

イ
ベ
ン
ト
が
、
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
実
施
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
」
滴

の
水
か
ら
つ
く
ろ
う
新
た
な
時
代
」
。

　
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
い
つ
で
も
き
れ

い
な
水
が
で
る
水
道
の
便
利
さ
に
慣
れ

す
ぎ
て
い
る
今
日
、
こ
の
機
会
に
水
の

大
切
さ
を
改
め
て
見
直
し
、
理
解
を
深

め
て
く
だ
さ
い
。

　
市
は
水
道
週
間
期
間
中
、
権
現
原
浄

水
場
の
開
放
、
水
道
工
事
に
関
す
る
相

談
所
の
開
設
、
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
の
無

料
取
り
替
え
を
実
施
す
る
ほ
か
、
広
報

教
材
と
し
て
ビ
デ
オ
を
い
つ
で
も
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
水
道
課
（
倉
5
2
1
5

2
2
8
）
へ
。

※
水
道
の
新
設
や
増
設
、
修
理
工
事
な

ど
は
、
市
の
指
定
店
で
な
け
れ
ば
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

日向市指定給水装置工事事業者

氏名または名称

マルタイ設備

壱設備工業

㈲請関水道設備工業

黒木設備工業

寺原設備

向陽設備

若菜設備㈲

旭エンタープライズ㈱

㈱力トウ

有南日本設備サービス

㈲三和電気水道工業

明和設備

有恒富水道設備工業所

「有高千穂設備

㈱三和

河野設備

㈲三重野建材店

セイユウ設備

所在地

亀崎東

財光寺

（門川町）

永江町

細島

平岩

（延岡市）

（門川町）

富高

（延岡市）

（延岡市）

比良田J

（延岡市）

（延岡市）

（延岡市）

（都農町）

鶴旺r

浜町

電話番号

52－5272

54－0802

63－1286

52－4486

54－4307

57－2392

32－3733

63－2031

52－3884

35－5566

33－2019

54－4644

37－3763

21－8727

37－5555

25－2202

52－2223

52－6963

　ここに掲げる事業所は、平成10年9月

以降に届出のあった新規登録事業所です。

それ以外は、市水道課へお尋ねください。

．59％■■翻■
1

投票率は7

投票軽罰当日有権者数及び投票率

　
日
向
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
4
月
1
8
日
に
告
示
さ
れ
、
4
月
2
5
日
に
投
・
開
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
H
向
市
の
投
票
率
は
、
全
体
で
7
1
・
5
9
％
。
こ
れ
は
、
前
回
の
平

成
7
年
4
月
2
3
日
に
執
行
さ
れ
た
選
挙
に
比
べ
6
・
0
2
％
も
低
く
な
っ
て
い
る
と
と

も
に
、
昭
和
2
6
年
の
市
制
施
行
後
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
最
低
の
投
票
率
と
な
り
ま

し
た
。
今
月
号
で
は
、
今
回
の
選
挙
の
投
票
率
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

投
票
率
が
伸
び
た
の
は

わ
ず
か
3
投
票
所
の
み

　
投
票
率
を
各
投
票
細
別
（
左

の
表
を
参
照
の
こ
と
）
に
見
る

と
、
前
回
を
上
回
っ
た
投
票
所

は
、
細
島
公
民
館
、
幡
浦
公
民

館
、
高
松
公
民
館
の
3
投
票
所

の
み
で
し
た
。

　
ま
た
、
投
票
率
が
高
か
っ
た

の
は
、
田
の
原
公
民
館
（
9
4
・

29

刀
j
、
西
川
内
営
農
研
修
セ

ン
タ
ー
（
8
9
・
6
4
％
）
、
本
谷

公
民
館
（
8
7
・
6
2
％
）
で
す
。

　
逆
に
低
か
っ
た
の
は
、
山
下

公
民
館
（
6
4
・
0
2
％
）
、
亀
崎
中

区
公
民
館
（
6
4
・
7
8
％
V
、
下
原

町
公
民
館
（
6
5
・
8
2
％
）
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
不
在
者
投

票
の
要
件
の
緩
和
や
投
票
時
間

の
延
長
な
ど
、
昨
年
の
参
議
院

議
員
選
挙
及
び
先
の
県
議
会
議

員
選
挙
に
続
き
投
票
し
や
す
く

な
っ
て
い
て
、
不
在
者
投
票
に

2
5
5
6
人
、
投
票
日
当
日
の

午
後
6
時
以
降
の
投
票
に
4
3

5
人
の
投
票
が
あ
り
ま
し
た
。

　
選
挙
は
、
民
主
政
治
を
支
え

る
根
幹
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
自
分
自
身
の
こ
と
と

し
て
真
剣
に
考
え
、
選
挙
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
そ
れ

が
、
私
た
ち
の
ま
ち
を
、
市
を
、

県
を
、
国
を
つ
く
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

投　票　所 当日育権者数 投票率 前回投票率
1

陶工鮪センタ 2，755 70．67 75．65

2
原」公民 2，507 65．82 75．50

3
日知置公民 1，820 7038

75．75

4
江公民 1，035 70．63 75．13

5
曽根公民 2，311 70．88 76．46

6
一方公民 3，141 71．44 78．24

7
島公民

827
77．87 76．63

8 コミユニテ‘センタ 1，213 78．32 84．69

9
浦公民

521
82．34 81．33

10
崎中区二二 2，615 64．78 75．30

11

ホ公民
662

73．72 78．42

12

手公民
2013

70．89 76．88

13
」1区公民 2，449 68．97 72．76

14
前二二センタ 1，068 68．91 7432

15

谷公民
404

87．62 88．86

16
轟1舶二階センタ 193

89．64 92．15

17

中村公民 1，446 68．88 78．49

18
野三二センター

956
8α96 86．36

19

工区公民 2，578 70．99 76．35

20

山下公民 1，070 64．02 66．54

21

良公民 2，275 66．20 75．84

22

原公民 1，724 67．69 74．50

23

島山公民 1，564 68．99 75．93

24
島山2区二二 L914

68．81 76．24

25

山二二
702

69．09 77．76

26

駆鮪センタ
589

74．87 80．17

27

日向公民 1，201 81．68 85．65

28

毛公民
365

87．12 89．40

29

脇公民
543

81．22 82．54

30
二三二三センタ

124
85．48 91．60

31
湘聴センタ

89
86．52

8736

32

々津公民
847

81．46 85．14

33
媒考人鰍センタ 489

81．60 84．57

34

松公民
662

86．56 86．36

35

田の原公民
140

94．29
．94．37

合　　計 44，812 71．57 77．59

※前回投票率の「前回」とは、平成7年4月23

日執行の日向市議会議員選挙を指します。
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小
学
生
が
一
日
図
書
館
員

　
5
月
－
口
か
ら
1
4
日
ま
で
は
、
春
の

読
書
週
間
で
し
た
。
市
立
図
書
館
で
は

5
月
8
日
、
読
書
や
図
書
館
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
「
春
の
と
し
ょ
か
ん
ま

つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、
一
日
図
書
館
員
の
委

嘱
や
占
本
市
、
お
は
な
し
会
な
ど
が
あ

り
、
図
書
館
を
訪
れ
た
市
民
ら
が
楽
し窓ロ業務に従事する一日図書館三

春
の
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

い
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
一
日
図
書
館
貝
は
、
図
書
館
の
仕
事

に
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
市
内

の
小
学
生
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
委
嘱
さ

れ
た
の
は
、
幸
脇
小
学
校
6
年
生
の
東

亜
古
さ
ん
、
平
岩
小
学
校
5
年
生
の
中

武
弘
明
さ
ん
、
美
々
津
小
学
校
4
年
生

の
河
野
公
実
さ
ん
。
3
人
は
、
昨
年
実

施
し
た
図
書
館
事
業
の
移
動
図
書
館
で

最
も
利
用
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
の
委
嘱
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
委
嘱
式
後
、
3
人
は
早
速
、
1
階
ロ

ビ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
図
書
の
貸
出
や

返
却
事
務
に
従
事
。
少
し
緊
張
し
た
面

持
ち
で
、
図
書
館
利
用
者
に
応
対
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
読
書
週
間
行
事
の
一
環

と
し
て
児
竜
文
学
者
の
「
宮
川
ひ
ろ
」

講
演
会
が
5
月
2
2
日
、
目
知
屋
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
宮
川
さ
ん
は
、
「
心
を
耕
す
こ
と
ば

を
」
と
題
し
て
講
演
。
会
場
に
は
、
若

い
お
母
さ
ん
を
中
心
に
約
2
0
0
人
が

詰
め
か
け
ま
し
た
、

　
「
さ
り
げ
な
い
言
葉
の
奥
に
は
、
た

く
さ
ん
の
意
味
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

心
が
こ
も
っ
て
い
る
」
と
宮
川
さ
ん
は
、

自
ら
が
父
や
兄
か
ら
も
ら
っ
た
言
葉
や

小
学
校
の
入
学
式
で
の
校
長
先
生
の
話

矧4・4『

r．5

な
ど
を
紹
介
。
校
長
先
生
は
、
新
－
年

生
に
「
お
め
で
と
う
は
、
昨
日
よ
り
少

し
立
派
に
な
っ
た
と
き
に
も
ら
う
言
葉

な
ん
だ
よ
。
皆
さ
ん
も
、
た
く
さ
ん
の

お
め
で
と
う
を
も
ら
っ
て
大
き
く
な
ろ

う
ね
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
末
期
の
小
児
ガ
ン
に
冒
さ
れ

た
小
学
－
年
生
の
少
女
の
話
も
紹
介
し

ま
し
た
。
こ
の
少
女
を
受
け
持
っ
た
先

生
は
、
少
女
の
余
命
が
少
な
い
こ
と
に

悩
み
な
が
ら
も
、
こ
の
少
女
を
学
級
の

中
心
に
据
え
て
、
毎
日
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
な
が
ら
言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
せ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
で
、

子
供
た
ち
の
心
が
…
つ
に
な
り
、
言
葉

が
こ
の
少
女
の
生
き
る
力
と
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　
参
加
者
ら
は
、
言
葉
の
持
つ
力
の
大

き
さ
を
語
る
宮
川
さ
ん
の
話
に
終
始
、

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

摂大　と葉＼1聞のに節しれ〕ろの葉少年　　 言葉の持つ力について語る宮川さん

第
1
0
回
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
に
3
0
人
を
委
嘱

　
今
年
で
1
0
回
目
を
数
え
る
女
性
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
実
行
委
員
3
0
人
が
決
定
し
、

5
月
1
9
日
、
男
女
共
同
社
会
づ
く
り
推

進
ル
ー
ム
「
さ
く
ら
館
」
で
委
嘱
状
交

付
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
は
、
応
募
の
あ
っ
た
一
般

市
民
及
び
市
職
員
で
構
成
さ
れ
、
委
員

長
に
は
長
江
保
育
園
園
長
の
塩
月
智
恵

子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
市
職
員
以

外
の
委
員
は
、
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
。

　
▽
青
木
ト
シ
エ
J
▽
浅
香
恵
理
▽
有
働

美
香
▽
海
野
ま
す
み
▽
大
野
絹
代
▽
小

池
ウ
メ
▽
河
根
マ
サ
子
▽
切
通
伊
都
子

▽
黒
木
年
枝
▽
黒
木
直
美
▽
黒
木
浩
子

▽
児
玉
の
り
子
▽
佐
藤
久
恵
▽
杉
本
孝

子
▽
田
中
昭
子
▽
成
合
和
子
▽
新
名
恵

美
子
▽
橋
ロ
美
佐
代
▽
日
野
順
▽
福
井

ト
メ
子
▽
松
田
ミ
チ
子
▽
松
村
千
代
子

▽
山
内
洋
子
▽
山
本
マ
ス
子

画
業
委
員
会
委
員
遇
攣

◇
告
示
1
1
7
月
4
日
（
日
）

◇
投
票
1
1
7
月
1
1
日
（
日
）

◇
立
候
補
手
続
き
等
説
明
会
1
1
日

時
／
6
月
U
日
（
金
）
午
後
－
時
3
0

分
、
会
場
／
日
向
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
2
階
軽
ス
ポ
；
ツ
室

◇
間
い
合
わ
せ
1
1
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
3
内
線
2
2
3
3
）

8

圏

＼
＼
7

　
　
’

「
4
1

’」
噂

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
1
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
に
も

ス
ポ
ー
ツ
伸
間
と
楽
し
い
生
活
を

　
　
　
全
国
1
0
0
万
人
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
は

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
子
供
の
社
会

教
育
分
野
に
入
り
ま
す
。
そ
の
活
動
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
青
少
年
の
心
と

身
体
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
」
を
目

的
と
し
て
い
て
、
目
々
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
化
活
動
や

交
流
交
歓
活
動
、
野
外
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　市は、各地域における日用品等の価格調査や消費生

活に関する意見提供などを行う日向市生活モニターを

ll人に委嘱しました。モニターは、おおむね1小学校

区に1人で、任期は2年です。委嘱されたモニターは、

次のとおり（敬称略：順不同）。

〉石川由美子（向江町＞＞黒木孝栄（塩見）［〉福井ト

メ子（富高）〉田丸幸代（江良町）〉溝口千代子（浜

町）レ児玉静枝（細島）〉藤嶋見子（比良町）〉山ロ

クマエ（財光寺）〉黒木ひろみ（幸脇）〉尾崎美穂子
（美々津町）［〉佐保エミ（平岩）

；

：

：

：

：

：

：

：
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
る
と
・

◇
年
間
を
通
し
て
定
期
的
、
継
続
的
に

ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
に
な
り
、
上
手
に

な
り
、
そ
し
て
得
意
に
な
り
ま
す
。

◇
全
国
組
織
だ
か
ら
、
県
内
や
全
国
の

仲
間
と
の
交
流
が
で
き
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
よ
る
国
際

交
流
も
で
き
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
・
社
会
活
動
も
自
主
的
に
行
い
ま
す

か
ら
、
社
会
人
と
し
て
の
素
養
が
身
に

つ
き
ま
す
。

◇
異
年
齢
集
団
で
の
グ
ル
ー
プ
活
動
で

す
か
ら
、
子
供
同
士
が
お
互
い
に
学
び

合
い
ま
す
。

◇
研
修
を
受
け
た
資
質
の
高
い
指
導
者

が
団
運
営
と
指
導
を
行
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
に
な
る
に
は
：

　
男
女
を
問
わ
ず
、
小
学
生
か
ら
団
員

に
な
れ
ま
す
。
中
学
生
・
高
校
生
も
大

歓
迎
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
申
込
・
問
い

合
わ
せ
ば
、
市
社
会
体
育
課
内
日
向
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
（
丘
内
線
2

4
5
2
）
へ
。

…

年
…

周
……05…港

…

編港
…

縮
…　

　
細
島
港
が
今
年
、
開
港
5
0
周
年
を
迎

…　
え
ま
す
。
細
島
港
は
、
昭
和
2
4
年
6
月

…　
1
日
の
開
港
以
来
、
国
内
・
国
際
貿
易

…　
港
と
し
て
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。

…　
　
今
回
、
細
島
港
振
興
協
会
で
は
、
こ

㎜　
れ
ま
で
の
「
あ
ゆ
み
」
を
再
認
識
す
る

［　
と
と
も
に
、
ム
フ
後
の
振
興
策
を
皆
さ
ん

…　
で
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
関
係
者

…　
に
よ
る
記
念
式
典
と
市
民
を
対
象
に
し

…　
た
展
示
会
を
開
き
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

…　
ん
の
こ
観
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

…　
《
記
念
式
典
》

…　
◇
日
時
程
6
月
4
日
（
金
）
午
後
3
時
～

…
◇
会
場
1
1
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向

…
《
記
念
展
示
会
》

…
◇
日
亨
6
月
1
3
曜
日
）
午
前
1
0
時
～

…　
◇
会
場
悶
ア
ス
テ
ィ
日
向
寿
屋

…　
◇
内
容
1
1
①
細
島
港
の
歴
史
を
示
す
写

…　
真
や
記
録
、
②
門
司
税
関
展
（
税
関
業

～　
務
の
紹
介
、
麻
薬
犬
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

一　
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

一

9
1



⑤
向
の
男
を
P
R
し
婁

　
日
向
市
の
P
R
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
く
「
9
9
日
向
ひ
ま
わ
り
レ
デ

ィ
」
が
決
ま
り
、
4
月
2
7
日
、

市
長
室
で
委
嘱
状
交
付
式
が
行

片
田
　
裕
子
さ
ん
（
2
5
歳
）

蟹
脳
」
．

Gσ

註

喝ド

◎》

宮
田
　
陽
子
さ
ん
（
2
1
歳
）

鯖
、
し
～

、
翔 ’

吋

山
本
　
沙
也
香
さ
ん
（
2
1
歳
）

わ
れ
ま
し
た
。

　
↓
般
公
募
か
ら
選
ば
れ
た
の

は
、
片
田
裕
子
さ
ん
（
英
語
塾

講
師
）
、
宮
田
陽
子
さ
ん
（
㈱

日
向
衛
生
公
社
勤
務
）
、
山
本

沙
也
香
さ
ん
（
㈱
宮
崎
銀
行
日

向
支
店
勤
務
）
の
3
名
で
す
。

　
委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
た
後

3
人
は
、
「
日
向
の
自
然
と
素

晴
ら
し
さ
を
全
国
に
伝
え
た

い
」
（
片
田
さ
ん
）
、
「
日
向
市

に
と
っ
て
2
1
世
紀
が
明
る
い
も

の
に
な
る
よ
う
た
く
さ
ん
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
（
宮

田
さ
ん
）
、
「
3
人
力
を
合
わ
せ

て
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
し
た
い
」
（
山
本
さ

ん
）
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
制
服
を
市
の

花
で
あ
る
ひ
ま
わ
り
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
黄
色
の
ス
ー
ツ
に
一

新
。
そ
れ
ぞ
れ
太
陽
の
赤
、
空

と
海
の
青
、
ひ
ま
わ
り
の
黄
色

の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
ひ
ま
わ
り
が

飾
ら
れ
た
サ
ン
バ
イ
ザ
ー
で
明

る
く
軽
快
な
印
象
を
与
え
る
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

　
早
速
3
人
は
、
5
月
3
、
4

日
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
博

多
ど
ん
た
く
で
日
向
市
観
光
宣

伝
隊
の
一
員
と
し
て
初
仕
事
を

経
験
し
ま
し
た
。

㊨
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
日
向
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

「
伝
々
夢
詩
（
で
ん
で
ん
む
し
ご
で
活

動
し
て
い
る
川
越
照
美
さ
ん
（
1
7
歳
“

遠
見
）
は
、
5
月
7
日
、
市
役
所
を
訪

れ
、
働
日
向
育
英
会
（
理
事
長
1
1
赤
木

市
長
）
へ
寄
付
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
川
越
さ
ん
は
昨
年
1
1
月
、
「
第
6
回

い
き
い
き
活
動
奨
励
賞
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
お
い
て
「
優
秀
活
動
賞
」
を
受

賞
。
そ
の
副
賞
の
賞
金
を
「
何
か
の
役

に
立
て
ば
」
と
、
同
育
英
会
を
は
じ
め

母
校
の
都
農
高
校
、
所
属
ク
ラ
ブ
に
寄

付
す
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。

0
ξ
二
つ
り
広
燭
が
三
三

　
日
向
市
保
育
協
議
会
主
催
の
第
3
回

こ
ど
も
お
ま
つ
り
広
場
が
5
月
1
6
日
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
約
1
4
0
0

人
も
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
い
の
ぼ
り
が
飾
ら
れ
た
交
流
広
場

で
は
、
ウ
サ
ギ
や
ヤ
ギ
な
ど
と
直
に
触

れ
合
え
る
動
植
物
広
場
や
ハ
イ
ハ
イ
競

争
、
給
食
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

ら
れ
、
ど
こ
も
大
変
な
盛
況
振
り
。
館

内
で
も
囲
碁
コ
ー
ナ
ー
や
保
育
者
に
よ

る
手
品
や
劇
が
披
露
さ
れ
、
会
場
い
っ

ぱ
い
に
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

⑦
ん
な
で
守
ろ
う
交
逓
ル
ー
ル

広薇紙に掴0された写翼を差し上げます。

　希望する方は市総務課｛雪内線2234）まで

．
瑠
．

麟，い・

｝ご・

！
＼

身

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
5
月

11

冾
ｩ
ら
2
0
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、
市
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
向
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
主
催

の
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
5

月
1
2
日
、
市
立
図
書
館
前
で
あ
り
、
日

向
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員
ら
約
7
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
通

行
中
の
車
1
台
－
台
を
止
め
て
、
チ
ラ

シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
り
な

が
ら
「
安
全
運
転
に
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
向
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
の
日
向
市
高
齢
者
交
通
安
全
推

進
大
会
は
5
月
1
3
日
、
市
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
日
向
警
察
署
か
ら
現
在

の
交
通
事
故
状
況
の
説
明
を
受
け
た

後
、
実
際
に
交
通
事
故
に
遭
っ
た
方
の

体
験
談
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
連
合
会
の
会
員
約
5
0
0
人

は
、
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
に
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
副
会
長
の
渋
谷
貞
夫
さ
ん
が
「
高
齢

者
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

に
、
私
た
ち
自
身
が
交
通
安
全
意
識
を

高
め
、
交
通
ル
ー
ル
を
順
守
し
、
交
通

事
故
ゼ
ロ
運
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
」

と
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、
参
加
者
全

員
の
拍
手
を
も
っ
て
採
択
し
ま
し
た
。

’

0
任
の
蚤
貧
館
誕
夏
越

驚
．罵

．
　
」
，

蔭，

、
砺
ノ

　
区
長
公
民
館
長
と
市
幹
部
職
員
と
が

懇
談
を
行
う
日
向
市
区
長
公
民
館
長
会

が
5
月
1
8
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
会
で
は
、
ま
ず
前

年
度
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
2
5
名
の
区

長
公
民
館
長
に
対
し
、
市
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
政
の

現
況
報
告
や
今
年
度
の
予
算
概
要
が
説

明
さ
れ
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
会
に
先
立
ち
、
市
区
長
公

民
館
長
連
合
会
総
会
も
行
わ
れ
、
今
年

度
連
合
会
長
に
日
野
利
一
さ
ん
（
八
幡

区
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

㊤
康
奮
を
い
つ
ま
ξ

戸
’

置

旧
．

ン

．
　
’
「
　
．

、

悔砥

　
「
歯
と
健
康
親
子
の
集
い
」
が
5
月

22

冝
A
ア
ス
テ
ィ
日
向
闇
屋
で
開
か
れ

ま
し
た
。
集
い
で
は
、
歯
の
健
康
相
談
、

無
料
検
診
や
フ
ッ
素
無
料
塗
布
の
ほ

か
、
「
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

応
募
作
品
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
「
母
と
子

の
良
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
は
、
1
0
年

度
の
3
歳
児
歯
科
診
察
で
虫
歯
の
な
か

っ
た
親
子
8
0
組
が
参
加
。
審
査
の
結
果
、

日
向
台
の
島
原
洋
美
さ
ん
・
奈
美
ち
ゃ

ん
親
子
が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

7077



」

　　　　　　　　　　　　　　

穂砿場1

呉

72

秘
蟻
し
齪
脳
犠
膨

み
な
さ
き
が
は
な

口
伝
難
麗
訪
記
⑰

（
展
望
閾
下
の
大
き
な
岩
盤
の
上
）

　
こ
こ
か
ら
は
、
広
い
海
原
を
目
い
っ

ぱ
い
に
眺
め
な
が
ら
、
ま
た
、
沖
に
長

く
突
き
出
し
た
岩
場
の
岬
と
内
に
深
く

切
れ
込
ん
だ
入
り
江
が
織
り
成
す
リ
ア

ス
式
海
岸
を
存
分
に
楽
し
み
な
が
ら
の

歩
行
と
な
り
ま
す
。

　
先
程
休
ん
だ
展
望
所
か
ら
深
い
入
り

江
を
二
つ
ほ
ど
歩
き
着
い
た
岬
の
一
角

（
時
間
に
し
て
約
1
5
分
）
を
、
私
は
「
潮

と名付けられた遊歩道沿いの岩盤
　ザ　　ド

潮吹き

吹
き
岩
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
数
年
前
の
あ
る
日
の
午
後
、

遊
歩
道
歩
き
を
楽
し
み
な
が
ら
、
こ
の

岬
の
一
角
に
差
し
か
か
っ
た
と
き
の
こ

と
で
す
。
後
で
調
べ
て
分
か
っ
た
の
で

す
が
、
ち
ょ
う
ど
「
大
潮
」
の
満
潮
の

時
刻
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
い
つ
も
の
よ
う
に
何
げ
な
く
こ
こ
を

通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
と
き
、
沖
に
突

き
出
た
大
き
な
岩
盤
の
向
こ
う
か
ら
何

や
ら
異
様
な
物
音
が
耳
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
聞
い
た
こ
と

の
な
い
音
で
、
形
容
し
が
た
い
奇
妙
な

表
現
で
す
が
「
ガ
ボ
ガ
ボ
ガ
ボ
、
ヒ
ュ

ウ
ヒ
ュ
ウ
ヒ
ュ
ー
、
シ
ュ
ウ
シ
ュ
i
、

ボ
ッ
ガ
ァ
ー
」
と
い
う
何
と
も
す
さ
ま

じ
い
海
底
か
ら
の
と
ど
ろ
き
の
よ
う
で

し
た
。

　
私
は
、
持
ち
前
の
好
奇
心
で
、
岩
盤

の
上
を
海
の
方
へ
、
3
0
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
近
寄
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
正
体
を

見
極
め
ま
し
た
。
そ
こ
に
近
寄
っ
た
私

の
足
元
に
は
、
幅
5
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
3
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
き
れ
い
な
長

方
形
の
割
れ
目
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

攣

ったよ

猛
な

　㌔　　■爵
児玉湧重くん

秀一・洋子（秋山

　　ノヲ　の　　　　　コ

橋口亜美ちゃん
昌弘・干春（往還）

ん
瀬

く
余

明
朕

是
醇

熊
蔵

寺口　遼くん
武・志保美（永江1

口
卍
曙
㌔
謂

H
向
の
人
は
、
私
を
外
国
人
と
し
て
で
は
な
く

．
人
の
人
間
と
し
て
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た

　
日
向
市
に
来
て
1
0
か
月
が
過

ぎ
、
こ
れ
ま
で
に
感
じ
た
事
を

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
す
、
日
本
文
化
の
中
で
気

が
付
い
た
こ
と
は
、
車
の
運
転

マ
ナ
ー
の
悪
さ
で
す
。
一
人
の

、

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
を
読
む
こ
と
が
好
き

だ
っ
た
私
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本

を
読
ん
で
き
ま
し
た
が
、
2
0
歳
頃
過
ぎ
た
こ

ろ
か
ら
は
趣
味
の
鉄
道
や
飛
行
機
で
の
旅
行

記
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高宏さん
　　（24歳＝亀崎）

柏田

　
特
に
、
私
が
好
き
な
宮
脇
俊
三
氏
の
本
は

全
部
読
み
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
「
終
点

駅
へ
行
っ
て
来
ま
す
」
「
ロ
ー
カ
ル
バ
ス
の

終
点
へ
」
が
特
に
好
き
で
す
。
こ
れ
ら
の
本

の
内
容
は
、
た
だ
ロ
ー
カ
ル
線
、
ロ
ー
カ
ル

バ
ス
の
終
点
へ
行
く
ま
で
の
過
程
が
書
か
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
点
が
私
の

趣
味
と
一
緒
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
は
、
田
中
芳
樹
氏
の
「
ア
ル

ス
ラ
ー
ン
戦
記
」
「
銀
河
英
雄
伝
説
」
、
永
井

路
子
氏
の
「
こ
の
世
を
ば
」
な
ど
は
、
本
に

手
垢
が
つ
く
ほ
ど
読
ん
で
い
ま
す
が
、
何
度

読
ん
で
も
飽
き
ま
せ
ん
ね
。

　
最
後
に
、
現
在
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
本
は
、
文
芸
書
の
ジ
ャ
ン
ル
に
や
や
片

寄
り
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
私
と
し
て

は
交
通
関
係
の
本
や
紀
行
、
S
F
、
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
系
の
本
も
取

り
揃
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

・
・
・
…
図
書
館
案
内
…

◇
休
館
日
1
1
①
祝
日
（
5
月
5
日
と
1
1
月
3

日
を
除
く
）
、
②
5
月
6
日
・
1
1
月
4
日
、

③
月
曜
日
（
①
②
と
重
な
る
と
き
は
翌
日
）
、

④
毎
月
1
日
、
⑤
1
2
月
2
8
日
～
1
月
4
日

人
が
安
全
運
転
し
て
い
て
も
、

み
ん
な
が
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け

れ
ば
と
て
も
危
険
で
す
。

　
特
に
、
子
供
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
が
ま
だ
ま
だ
で
す

ね
。
こ
れ
は
非
常
に
危
な
い
こ

と
で
す
。
親
の
責
任
と
し
て
、

子
供
の
こ
と
ま
で
考
え
た
運
転

を
し
ま
し
よ
う
。

　
次
に
、
日
本
に
住
ん
で
、
自

分
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
視
野

が
広
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
異

文
化
の
国
に
住
み
、
世
界
中
か

ら
来
た
人
々
に
会
い
、
色
々
と

経
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
私
の

中
の
意
識
も
変
わ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
自
分
の
考
え
と
は

違
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
を
学
び
、
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ

の
文
化
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
国
後
、

日
本
が
恋
し
く
な
る
と
思
わ
れ

る
も
の
は
、
や
は
り
一
番
は
日

本
で
知
り
合
っ
た
友
達
で
す
。

様
々
な
体
験
を
通
し
て
多
く
の

皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
帰
国
し
、

日
本
の
友
達
と
別
れ
る
こ
と
が

悲
し
い
で
す
。
日
向
市
の
人
た

ち
は
、
私
を
外
国
人
と
し
て
で

は
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て

受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、
い
つ
も
皆
さ
ん
の
親

切
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
枝
豆
か
な
。
歓
迎
会
で

出
さ
れ
た
枝
豆
を
食
べ
て
か
ら
、

す
っ
か
り
虜
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ド
リ
ー
ム
・
タ
イ
ム
」
と

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住

民
ア
ボ
リ
ジ
一
一
の
考
え
方
や
文

化
を
指
す
言
葉
で
す
。

σ

　〆『

〆噸

舜
謹7．

懸獅1竃・金ケ浜）
　県立農業大学校を卒業、宮崎の

花市場で流通の勉強をした後、4

月から両親とともに花の栽培をし

ています。スカシユリやカーネー

ションを中心に栽培しています

が、将来的には規模を拡大し、切

り花用の草花にも挑戦したいと思

っています。

いきいき

　青春トーク

／

児玉　尚子さん（20耀八坂）

　安藤歯科医院で歯科技工士とし

て働いています。最近車を購入し

ましたので、早速姉とドライブを

楽しんでいます。

　2年間福岡の学校に通い、親の

ありがたさをしみじみと感じまし

た。働きはじめて少しでも恩返し

ができればと思っています。
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箋
囹
O
離
離
三
悪
O
暑
お
知
ら
せ

市
役
所
は
代
表
君
5
2
1
2
1
1
1
で
す
。
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

情
報
等
は
紹
務
課
（
盆
内
線
2
2
3
4
）
へ
。

⑰。。，身澗査。断，運。、を推進、て、、，す．

お
知
ら
せ

一
　
宮
崎
で
の
就
職
を
お
考
え
の
方
へ

　
平
成
1
1
年
度
宮
崎
県

　
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

　
県
は
、
広
く
県
内
企
業
へ
の

就
職
を
促
進
す
る
た
め
、
県
外

の
U
・
ー
タ
ー
ン
希
望
者
や
新

規
学
卒
者
と
企
業
と
の
面
接
の

場
で
あ
る
「
宮
崎
県
ふ
る
さ
と

就
職
説
明
会
」
を
次
の
日
程
で

開
き
ま
す
。

◇
日
時
1
1
①
東
京
／
6
月
1
2

日
、
②
大
阪
／
7
月
3
日
、
③

宮
崎
／
8
月
1
3
日

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
1
1

時
か
ら
午
後
4
品
目
で
で
す
。

◇
会
場
1
1
①
東
京
／
都
道
府
県

会
館
－
階
（
東
京
都
千
代
田
区

平
河
町
2
－
6
－
3
）
、
②
大

阪
／
大
阪
駅
前
第
3
ビ
ル
ー
7
階

（
大
阪
市
北
区
梅
田
1
－
l
1

3
－
1
7
0
0
）
、
③
宮
崎
／

宮
崎
厚
生
年
金
会
館
（
宮
崎
市

宮
脇
町
3
8
1
2
）

◇
実
施
方
法
賦
個
別
面
接
会
の

ほ
か
、
人
材
バ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
設
け
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　－　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　胃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　山　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　－　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　一　　　　一　　冒　　　　冒　　　　一

◇
参
加
料
1
1
無
料
（
申
込
不
要
V

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
宮
崎
県
職
業

安
定
課
（
費
0
9
8
5
1
2
6
－

7
1
1
0
）

搬
爆
者
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

期
限
が
迫
り
ま
し
た

更
新
手
続
き
は
お
早
め
に

　
被
爆
者
健
康
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
、
有
効
期
限
が
7
月
3
1

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
方
は
、
7
月
1
5
日
（
木
）

か
ら
3
0
日
（
金
）
ま
で
に
、
現
在

お
持
ち
の
被
爆
者
健
康
手
帳
を

持
参
の
う
え
、
日
向
保
健
所
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
宮
崎
県
保
健
薬

務
課
（
8
0
9
8
5
－
2
6
1
7

0
7
9
）
ま
た
は
日
向
保
健
所

（
雪
5
2
1
5
1
0
1
）
へ
。

児
童
手
当
の
現
況
属

現
況
届
は
期
間
内
に

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
毎
年
6
月
に
養
育

の
状
況
等
を
届
け
出
る
「
現
況

届
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
現
況
届
を
提
出
し

な
い
と
、
6
月
分
以
降
の
児
童

手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　7　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　－　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　丁　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　旧
　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　一　　　　一　　　　一一　　　　一

で
き
な
く
な
り
ま
す
，

　
該
当
す
る
方
に
は
、
6
月
初

旬
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
必

ず
6
月
－
日
（
火
）
か
ら
3
0
日
（
水
）

ま
で
に
市
福
祉
事
務
所
1
7
番
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
6
月
1
0
日
（
木
）
に
、

5
月
ま
で
に
認
定
に
な
ら
れ
た

方
の
6
月
定
期
支
給
分
（
2
月

～
5
月
分
）
を
振
り
込
み
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所

児
童
母
子
係
（
費
内
線
2
1
6

4
）
へ
。一

　
中
小
企
業
者
・
個
人
事
業
者
の
方
へ

　
創
業
や
異
業
種
進
出
に

　
助
成
し
ま
す

　
雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
創

業
ま
た
は
異
業
種
進
出
を
計
画

し
て
い
る
中
小
企
業
者
及
び
個

人
事
業
者
に
対
し
、
次
の
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
い
場

合◇
中
小
企
業
雇
用
創
出
人
材
確

保
助
成
金
月
雇
い
入
れ
た
労
働

者
6
人
ま
で
の
賃
金
の
2
分
の

一
（
平
成
n
年
1
0
月
以
降
は
3

分
の
一
）
を
1
年
間
助
成
し
ま

…
　
す
。

　
◇
受
給
資
格
者
創
業
特
別
助
成

一　
金
1
1
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者

…　
が
、
個
人
事
業
主
と
し
て
創
業

「　
し
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
、

…　
中
小
企
業
雇
用
創
出
人
材
確
保

一　
助
成
金
に
加
え
、
雇
い
入
れ
た

…　
労
働
者
数
に
応
じ
て
8
0
～
1
2

「　
0
万
円
を
特
別
に
助
成
し
ま
す
。

…　
◎
雇
用
管
理
制
度
を
改
善
し
た

…　
い
場
合

…　
◇
中
小
企
業
雇
用
創
出
雇
用
管

…　
理
助
成
金
1
1
雇
用
管
理
制
度
の

…　
改
善
を
図
る
事
業
に
か
か
っ
た

…　
費
用
（
2
0
万
円
以
上
）
の
2
分

…　
の
一
を
、
最
高
1
0
0
万
円
ま

…　
で
助
成
し
ま
す
。

一　
◎
従
業
員
の
教
育
訓
練
を
行
い

…　
た
い
場
合

…　
◇
中
小
企
業
雇
用
創
出
等
能
力

…　
開
発
給
付
金
1
1
教
育
訓
練
に
要

…　
し
た
費
用
の
4
分
の
3
及
び
そ

…　
の
間
の
賃
金
の
4
分
の
3
を
助

「　
成
し
ま
す
（
支
給
限
度
あ
り
）
。

…　
※
こ
れ
ら
の
助
成
金
を
受
け
る

…　
た
め
に
は
、
創
業
や
異
業
種
進

…　
出
の
準
備
を
始
め
て
6
か
月
以

…　
内
に
、
県
知
事
か
ら
改
善
計
画

…　
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

…　
ほ
か
、
創
業
や
異
業
種
進
出
に

…　
伴
う
経
費
が
3
0
0
万
円
以
上

…　
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

一

6
月
の
相
談

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
6
月
1
8
日
（
金
）

　
　
　
　
　
0
”
0
～
4
”

　
　
　
　
　
1
　
　
　
3
　
　
　
1

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
　
き
■
6
月
1
0
日
（
木
）

30

　
と
こ
ろ
■
社
会
福
祉
協
議
会

　
申
込
先
■
君
5
2
1
1
0
1
0

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
6
月
8
日
（
火
）

　
　
　
　
　
0
”
0
～
5
”
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
と
こ
ろ
■
青
少
年
ホ
ー
ム

◇
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

　
と
　
き
■
7
月
8
日
（
木
）

　
　
　
　
　
1
9
”
0
0
～
2
1
“
0
0

　
と
こ
ろ
■
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
内
容
■
虫
歯
や
入
れ
歯
、

　
　
歯
並
び
、
あ
ご
の
痛
み
や

　
　
音
に
関
す
る
こ
と

　
医
　
師
■
土
田
歯
科
医
院
・

　
　
土
田
雅
通
医
師

　
申
込
方
法
■
希
望
す
る
方
は
、

　
　
6
月
3
0
目
ま
で
に
市
民
健

　
　
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
費
内

　
　
線
2
1
8
1
）
ま
で
ご
連

　
　
絡
く
だ
さ
い
。

◇
子
育
て
相
談

　
　
お
近
く
の
認
可
保
育
園
で

　
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ψ

　
詳
し
く
は
、
宮
崎
雇
用
促
進

セ
ン
タ
ー
（
含
0
9
8
5
1
2
2

1
0
7
7
1
）
へ
。

一
　
6
月
1
日
～
1
0
日
は
「
電
波
和
用
保
顧
旬
聞
」

　
電
波
を
正
し
く
使
い

　
不
法
無
線
局
の
撤
廃
を

　
郵
政
省
九
州
電
気
通
信
監
理

局
で
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

大
切
な
資
源
で
あ
る
「
電
波
」

を
有
効
に
使
う
た
め
、
電
波
の

監
視
・
規
律
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
携
帯
電
話
や
衛
星
放

送
な
ど
、
電
波
が
身
近
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
た
ち

の
生
活
は
大
変
便
利
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
混
信
・
妨
害

な
ど
の
問
題
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
免
許
を
受
け
ず
に
開

設
さ
れ
た
無
線
局
や
正
規
の
周

波
数
・
出
力
の
範
囲
を
超
え
て

運
用
さ
れ
る
無
線
局
、
い
わ
ゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　r　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　r　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　冒　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　〒　　　　－
　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　一　　　　一一　　　　7　　　　一一

る
不
法
・
違
法
無
線
局
に
よ
る

障
害
は
、
警
察
や
消
防
な
ど
の

重
要
無
線
に
妨
害
を
与
え
た
り
、

各
種
の
電
子
回
路
を
誤
作
動
さ

せ
た
り
、
私
た
ち
の
生
命
・
財

産
を
守
る
う
え
で
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
が
、
公
平
に
能
率

よ
く
電
波
を
使
用
で
き
る
よ
う
、

ル
ー
ル
を
守
り
き
れ
い
な
電
波

環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
電
波
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
ば
、
次
の
と
こ
ろ
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
混
信
・
妨
害
1
1
電
波
監
理
部

調
査
課
（
3
0
9
6
－
3
6
8

1
8
6
5
4
）

◇
放
送
受
信
障
害
1
1
受
信
障
害

対
策
官
（
含
0
9
6
1
3
2
6

1
7
8
7
3
）

◇
電
波
利
用
料
1
1
財
務
課
利
用

料
管
理
係
（
費
0
9
6
1
3
2

6
1
7
8
4
3
）

＿二二二二

6月の納期

第1期

第1期

6月分

市県民税

国民健康保険税

国民年金保険料

この社会あなたの税が

　　　　　　　　生きている

一
　
6
月
は
外
国
人
労
働
者
聞
題
啓
発
月
聞
で
す

　
外
国
人
の
雇
用
主
は

　
報
告
し
て
く
だ
さ
い

　
労
働
省
（
公
共
職
業
安
定
所
）

で
は
、
外
国
人
に
対
す
る
職
業

紹
介
・
相
談
、
外
国
人
労
働
者

を
雇
用
す
る
事
業
主
等
の
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
5
年
度
か
ら
は

「
外
国
人
雇
用
状
況
報
告
制
度
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　－　　　　一　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一
　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　一　　　　一一

が
始
ま
っ
て
い
て
、
　
一
人
で
も

外
国
人
を
雇
用
（
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
）
し
て
い
る
事
業
所
に

報
告
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
主
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
外
国
人
労
働
者
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
日
向
（
8
5
2
1
4
1

3
1
）
へ
。一

　
「
こ
と
ば
」
の
唖
聾
に
不
安
の
あ
る
お
子
さ
ん
へ

　
専
門
の
指
導
員
に
よ
る

　
個
別
指
導
を
行
い
ま
す

　
県
で
は
、
平
成
6
年
度
か
ら

「
こ
と
ば
」
の
発
達
に
不
安
を

お
持
ち
の
お
子
さ
ん
に
、
専
門

員
が
個
別
指
導
を
行
う
「
言
語

訓
練
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
1
1
発
音
不
明
瞭
、
こ
と

ば
の
お
く
れ
、
吃
音
、
口
蓋
裂
、

難
聴
等
の
状
態
に
あ
る
就
学
前

の
幼
児

◇
訓
練
内
容
1
1
専
門
指
導
員
の

個
別
指
導
に
よ
る
言
語
訓
練
等

◇
費
用
1
1
無
料

◇
申
込
方
法
1
1
市
福
祉
事
務
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
延
岡
児

童
相
談
所
（
〒
8
8
2
1
0
8

7
2
延
岡
市
愛
宕
町
2
1
1
5
）

肴《ぎ窒Q＆A

．障害年金を請求したいので

が、どうずればよいでしょう

　加入手続きはお早めに！

　社会保険を離脱した場合は、

早急に「国民健康保険」への加

入手続きをしてください（任意

継続などは除く）。

　無保険の状態が続き、さかの

ぼって加入されますと、最高で

3年分の保険税が課税されます。

　《加入手続きに必要なもの》

①社会保険を離脱したことが証

明できる書類

②家族のφに、国民健康保険に

加入している方がいれば、国民

健康保険証

③印鑑

血
4
3
3
1
3
3
0
3
3

　
　
9
8
1
4

蜥
螺
誓

日向讐察署

蜘測与力日向営瑚

日向保健所

4月中の交通事故

日向市分 0内曇月比

人身事故死亡負傷者物影事故

31件　　0人　37人　U7件

（＋10）　（±0）　（＋II）　（一10）

一止まって確認！無事故に挑戦～

75



■子育ての情報が満載1子育てテレホンサービス（盈53－5857）

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
，

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
、

す
べ
て
の
民
営
事
業
所
を
、
商

業
統
計
調
査
は
、
す
べ
て
の
商

店
（
卸
売
・
小
売
業
）
を
対
象

に
行
う
国
の
基
本
的
な
統
計
調

査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
各
種

行
政
施
策
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
6
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
、

事
業
所
を
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
企
画
課
（
倉

内
線
2
2
1
3
）
へ
。

76

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
h
延
岡
児
童
相

談
所
（
倉
0
9
8
2
1
3
5
1
1

7
0
0
）
ま
た
は
宮
崎
県
障
害

福
祉
課
（
盈
0
9
8
5
i
3
2
1

4
4
6
8
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
す

ぐ
に
訓
練
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

市
政
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

身
近
な
情
報
を

お
伝
え
し
ま
す

　
市
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
募
集
、

お
知
ら
せ
な
ど
の
身
近
な
情
報

を
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
提
供
す
る
た
め
に
、
広
報
紙

の
発
行
と
と
も
に
市
政
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
（
含
5
2
1
2
0
0

0
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
は
、
季
節
の
話
題
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
毎
週
－
回
更
新

し
て
い
ま
す
。

　
休
日
の
過
ご
し
方
な
ど
に
役

立
つ
市
政
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
う
ざ

一
　
男
女
共
同
参
酉
社
会
つ
く
り
講
座

　
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

　
男
女
の
す
て
き
な
関
係

　
市
は
、
男
性
と
女
性
が
性
別

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
し

て
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
と
も
に
参
画

し
、
だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

講
座
」
を
開
き
ま
す
。

◇
日
時
1
1
7
月
7
日
、
1
4
日
、

21

冝
A
8
月
4
日
、
H
日
の
5

日
間
（
午
後
7
時
～
9
時
）

ご存じですか？福祉制度

初の3月31日までの間にある者。

障害者は20歳未満）に支給され

るものです。所得制限のほかに、

受給資格に該当するようになっ

た後、請求をしないままに5年

を接客すると請求権がなくなり

ますので、ご注意ください。

◎乳幼児医療費助成制度

◎母子家庭医療甕助成制度

　入院については4歳の誕生月

まで、入院外及び歯科診療につ

いては3歳の誕生月までの乳幼

児に対し、医療費の助成を行う

ものです。

　助成額は、1力、月の保険診療

の本人負担額合計額から100

0円を差し弓1いた額です。

　父と生計を同じくしていない

家庭に対し、医療貰の助成を行

うものです。

◇対象＝母親／児童が20歳にな

るまでの間の者、児童／18歳に

達した日貨農、最初の3月31日

までの間にある者

※ただし、所得制限あります。

◇助成額＝1か月の保険診療の

本人負担額の合計額から100

0円を差し弓1いたた額

◎日子家庭・父子家庭

　及び寡娚介護人派遣璃藁

　母子・父子家庭や寡婦の方

が、病気や出張、夜の会議など

で急に子供の保育、養護ができ

なくなった場合に、介護人（ホ

ームヘルパー）を一時的に派遣

するものです。

◎腰垣扶養手当

　これらの制度等に関するお問

い合わせば、市福祉事務所児童

母子係（實内線2164）へ。

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
及
び
商
業
統
計
調
童

調
査
へ
の
こ
協
力
を

　
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
及

び
商
業
統
計
調
査
が
7
月
－
日
、

　父と生計を同じくしていない

児童（18歳に達した日以後、最

◇
会
場
1
1
男
女
共
同
社
会
づ
く

り
推
進
ル
ー
ム
「
さ
く
ら
館
」

◇
定
員
1
1
3
0
人

◇
内
容
1
ー
オ
フ
ィ
ス
ピ
ュ
ア
代

表
の
「
た
も
つ
ゆ
か
り
」
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
参
加
者
全
員
で
考

え
て
い
き
ま
す
。

◇
受
講
料
1
1
無
料

◇
申
込
方
法
”
6
月
1
6
日
（
水
）

ま
で
に
市
企
画
課
女
性
行
政
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
企
画
課
女

性
行
政
（
8
直
線
2
2
2
0
）

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
購
座

学
び
ま
せ
ん
か

高
齢
者
福
祉
と
介
護

　
市
は
、
高
齢
者
福
祉
や
介
護

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
「
高
齢
者
福
祉
サ
．

ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を
開

き
ま
す
。

◇
対
象
1
1
市
内
に
居
住
す
る
2
0

歳
以
上
の
方

◇
期
間
門
6
月
～
1
2
月
（
7
回

開
講
予
定
）

◇
内
容
1
1
①
高
齢
者
保
健
福
祉

入
門
、
②
高
齢
者
の
介
護
と
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
③
高
齢

者
の
健
康
と
食
生
活
、
④
高
齢

者
福
祉
と
介
護
保
険
、
⑤
高
齢

せら知お

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
．
一
日
体
験
、

⑥
県
外
視
察
研
修
（
1
泊
2
日
）

な
ど

◇
定
員
1
1
5
0
人

◇
受
講
料
1
1
無
料
（
た
だ
し
、

傷
害
保
険
料
な
ど
に
1
0
0
0

円
要
。
視
察
研
修
に
つ
い
て
は

別
途
一
部
負
担
）

◇
開
講
式
1
1
6
月
2
6
日
（
上
）
午

前
9
時
2
0
分
～
／
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
記
念
講
演
／
九
州

保
健
福
祉
大
学
講
師
・
井
上
由

美
子
さ
ん
の
「
生
き
る
よ
ろ
こ

び
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
ほ
か
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
福

祉
事
務
所
高
齢
者
福
祉
係
（
雪

内
線
2
1
6
9
）

一
　
な
る
ほ
ど
口
康
教
峯

　
糖
尿
病
に
つ
い
て

　
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
市
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

　
め
に
「
な
る
ほ
ど
健
康
教
室
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
を
開
き
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

［　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
は
、
「
糖
尿
病
」
で
す
。

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
教
室
は
、
栄
養
士
に
よ
る
講

～　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
義
や
調
理
実
習
、
体
育
指
導
員

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
に
よ
る
体
操
な
ど
の
3
回
講
座
。

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
市
内
6
会
場
で
、
7
月
か
ら
9

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
月
ま
で
毎
月
－
回
行
い
ま
す
。

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
費
用
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
《
会
場
及
び
日
程
》

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
南
日
向
公
民
館
閲
7
月
8
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
8
月
1
2
日
、
9
月
9
日

～　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
比
良
公
民
館
1
1
7
月
2
2
日
、

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
8
月
2
6
日
、
9
月
3
0
日

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
日
曜
屋
公
民
館
1
1
7
月
－
日
、

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
8
月
5
日
、
9
月
2
日

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
美
々
津
公
民
館
1
1
7
月
1
3
日
、

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
8
月
1
7
日
、
9
月
2
1
日

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
1
1

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
7
月
2
7
日
、
8
月
2
4
日
目
9
月

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
2
8
「
日

［　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
細
島
公
民
館
1
1
7
月
1
3
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
8
月
1
0
日
、
9
月
1
4
日

皿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
7

時
か
ら
9
時
ま
で
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
（
冠
内
線
2
1
8
1
）

へ
Q

一
　
「
日
源
救
急
法
」
講
習
会

　
い
ざ
と
い
う
と
き

　
役
に
立
ち
ま
す

　
日
本
赤
十
字
救
急
安
全
延
岡

地
区
奉
仕
団
で
は
、
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
や
海
水
浴
場
な
ど

の
監
視
員
に
適
し
て
い
る
救
急

法
の
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

　
内
容
は
、
心
肺
蘇
生
法
か
ら

骨
折
や
脱
臼
時
な
ど
の
処
置
法

な
ど
を
学
び
ま
す
、
講
習
会
終

了
後
に
は
、
認
定
証
も
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
に
最
適
な
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
皆
さ
ん
も
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
程
1
1
6
月
1
5
日
、
1
8
日
、

19

冝
A
2
2
日
、
2
5
日
、
2
6
日
、

29

冝
A
3
0
日
、
7
月
－
日
の
8

日
間
（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

7
時
か
ら
∀

◇
会
場
1
1
市
中
央
公
民
館

◇
対
象
1
1
1
5
歳
以
上
の
学
生
及

び
一
般
の
方

◇
定
員
1
1
2
5
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
福

祉
事
務
所
児
童
母
子
係
（
a
内

線
2
1
6
4
）

し
け
ん

一
　
国
家
公
務
員
採
用
皿
穫
試
験

　
郵
便
局
・
税
務
署
等
の

　
係
員
を
採
用
し
ま
す
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図
書
館
の
休
館

　
人
事
院
で
は
、
　
一
般
官
署
、

郵
便
局
、
税
務
署
等
の
初
級
係

員
を
採
用
す
る
た
め
の
皿
種
試

プール・海水浴場の

　　監視員の募集
《大王谷市営プール》

◇募集人員＝10人

◇賃金＝日額5700円

◇資格富藍8歳以上の健康で

泳ぎに自信のある方（高校
生を除く）

◇監視朔岡＝7月18日（日）

～8月31日（火）

◇監視劇画＝午前9時30分

～午後7時30分

◇申込方法＝日向市公共施

設管理公社に備え付けの申

込用紙に履歴書及び承諾書
（未成年者のみ）を添えて、

同公社（含54－7174）

へ提出してください。

◇申込翔限＝7月12日（月）

《海水浴場》

◇募集人員冨12人

◇賃金＝日額5900円

◇資格＝高校3年生以上の

健康で泳ぎに自信のある方

◇監視場所＝御鉾ケ浦、伊

勢ケ浜、お倉ケ浜の各海水

浴場
◇監視期聞＝7月20日（火）

～8月31日（火）

◇監視時圏＝午前8時30分

～午後5時

◇申込方法冨市商工観光課

に備え付けの申込用紙に履

歴書及び承諾書（未成年者
のみ）を添えて、同課（盆
内線2635）へ提出してく

ださい。

◇申込層層＝7月12日（月）

※申込者多数の場合は、抽

選とします。

　
市
立
図
書
館
は
、
蔵
書
点

検
な
ど
の
館
内
整
理
の
た
め
、

6
月
1
4
日
（
月
）
か
ら
2
3
日
（
水
）

ま
で
の
1
0
日
間
休
館
し
ま
す
。

　
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
、

図
書
館
玄
関
横
の
返
却
ポ
ス

ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
日
向
市
立
図

書
館
（
君
5
4
1
1
9
1
9
）

へ
。

験
（
高
卒
程
度
〉
を
行
い
ま
す
。

◇
受
験
資
格
1
1
昭
和
5
3
年
4
月

2
日
（
郵
政
区
分
は
昭
和
4
9
年

4
月
2
日
、
税
務
区
分
は
昭
和

54

N
4
月
2
日
）
～
昭
和
5
7
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

◇
受
付
期
間
1
1
6
月
2
3
日
（
水
）

～
3
0
貝
水
）

◇
第
1
次
試
験
日
期
9
月
5
日

◇
申
込
用
紙
の
請
求
方
法
”
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
角
形

2
号
の
封
筒
に
、
1
2
0
円
切

手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
（
あ

て
先
を
明
記
の
こ
と
）
を
同
封

し
、
表
の
封
筒
に
「
皿
種
請
求
」

と
朱
書
き
し
て
、
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
随
人
事
院
九
州

事
務
局
第
二
課
試
験
係
（
〒
8

1
2
1
0
0
1
3
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
東
2
1
1
1
i
I
／
倉

0
9
2
1
4
3
1
1
8
1
7
3
）
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．団冨冤圃圃冨 あなたの健康をサポートします。

市民健康管理センター（含内線2181）
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■3か月児健診
と　き◇6月ll日（金）、25日（金）

対象◇平成ll年3月生まれ

■7か月児健診

日　時◇6月18日（金）

対　象◇平成10年ll月生まれ

■1歳児健康相談

口　時◇6月1日（火）

対　象◇平成10年5月生まれ

■1歳6か月児健診
日　時◇6月10日（木）

対象◇平成9年ll月生まれ

■3歳児健診

日　時◇6月4日（金）

対象◇平成7年ll月生まれ

※受付時間は、3か月児／午後1

時～1時30分、7か月児・1歳6

か月児・3歳児／午後1時～2時、

1歳児／午前9時30分～10時です。

母子健康手帳を忘れずに、健康管

理センターへ。

6月の休日在宅医

●6日　☆古賀内科胃腸科（内・

胃腸實528118）　☆長田医院（耳

鼻・咽喉倉520266）☆大久保医

院（外・胃腸盛525338）☆白石

病院（内・呼吸倉631365）

●13こ入☆向洋クリニック（泌尿

倉525488）☆田中病院（内・精

神・神経實632211）　☆篠原医院

（産婦・肛君631059）☆山元医

院（小児雪536066）

●20日　☆三ケ尻医院（中外實52

5557）☆康田医院（産婦君537

788）☆松岡医院（内倉525407）

☆沼田医院（皮・泌幽門523785）

●27日　☆浦ヒ医院（内・外・胃

腸費522936）☆稲原医院（眼費

522209）☆鮫島病院（精神・内

雪546801）

※事前に、テレホンサービス（倉
53－1214）で確認を。

■
碧
誕
＼
開
園
祠
旨
碧
理
（
繋
）

子育てコーナー

●パパママ教室

◇日時＝7月13日（火）午後7時～

◇対象＝出産を迎えるママとパパ

◇内容＝講話（妊娠から出産まで

の心構えなど）、実習（赤ちゃん

の抱き方やおふろの入れ方など）

◇申込方法；7月6日（火〉までに

氏名及び連絡先を市民健康管理セ

ンターまでご連絡ください。

●母親学級

◇6月16日（水）／妊娠中の歯の管

理・歯みがき方法（要予約：歯ブ
ラシ持参）

◇6月22日（火）／分娩時の呼吸方

法・赤ちゃんのおふろの入れ方等

（体操のできる服装持参）

　時間は、いずれも午後1時30分

からです。

●すくすく教室

◇日時＝6月22日（火）午後2時～

◇対象＝生後6か月までの乳児を

育児中のお母さん・お父さん

◇内容＝①身体測定、②離乳食づ

くり、③育児相談、④交流会など

※会場は、いずれの教室も市民健

康管理センター。母子健康手帳を

忘れずに。

健康あれこれ

　機能訓練というと、なんだか堅

苦しいイメージがありますが、こ

こ市民健康管理センターで毎月1

回行われている機能訓練は、笑い

あり、感動の涙あり、新しい出会

いありのにぎやかな集まりとなつ
　　　　　　　　　　　幽ています。

　午前中は、調理実習、絵画、陶

芸、書道などの生活リハビリを中

心に。午後からは、理学療法士に

よる機能訓練というメニューにな

っています。

　毎年、新規の機能訓練を開催し

ますが、今年も7月から来年3月

まで盛りだくさんの内容で計画し

ています。参加費は無料ですが、

材料費は実費負担となります。

　脳卒中後遺症などの方で、参加

を希望する方は、市民健康管理セ

ンターまでご連絡ください。

　また、訓練のお手伝いをしてい

ただけるボランティアの方も同時

に募集しています。

　
先
月
か
ら
今
月
に
か
け
て
、

県
内
の
海
岸
に
油
の
塊
（
オ
イ

ル
ボ
ー
ル
）
が
漂
着
し
て
い
ま

す
。
日
向
市
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
市
で
は
先
日
、
こ
の
オ
イ
ル

ボ
ー
ル
の
除
去
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
と
き
、
気
に
な
っ

た
の
が
、
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
の
ご
み
。
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
や
ク
サ
フ
グ
の
産
卵
が
見
ら

れ
る
ほ
ど
の
自
然
豊
か
な
日
向

市
で
す
。
夏
に
は
、
海
水
浴
客

な
ど
も
大
勢
訪
れ
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
良
好
な
自
然
環

境
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
今

目
こ
の
ご
ろ
で
す
。
　
《
矢
野
》

後編

選集

酬

亡
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日向市の人ロと世帯

人　口

回
女

世帯数

　　　（HIL5．1．現在）

58，884人〈＋162＞

27，891人〈＋87＞

30，993人〈＋75＞

21，663世帯〈＋142＞

転　入　525人転　出　381人

目　生　　59人　死　亡　41人
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